
洗剤の液性 落ちる汚れの例
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“汚れ”を知ればお掃除ラクラク

整理収納アドバイザー1級、住宅収納スペシャリスト認定講師・宅地建物取引士。現在、「おうちスタ
イリスト®」として、モデルハウス・個人宅の間取りや収納の提案を行うほか、テレビやラジオにも多
数出演。住宅・リフォーム関係のイベントや幼稚園・小学校などの講演・マイホームセンターの収納
コラムも担当。個人のお客さま向けの「訪問お片づけサービス・お片づけ講座」も好評開催中。　

おうちスタイリスト
米村大子
officialサイト

米村 大子
YONEMURA HIROKO

おうちスタイリスト
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皆さんは洗剤を買う時、何を基準に選
びますか？ 実は洗剤には「液性」があり、
これを判断基準にすると、ゴシゴシこす
らずとも汚れを効率よくラク～に落とす
ことができます。
そのためにもまず見極めたいのが、落

としたい汚れの性質です。例えば、手ア
カや皮脂など体内から出る汚れは、おお
むね中性から弱酸性の性質。そのため、
その汚れを落とすには、反対の性質を持
つアルカリ性の洗剤が大変効果的です。
ほかにも、キッチンの汚れは主に中性
から酸性、たばこのヤニやカビは酸性、

水アカなど水分から出る汚れはアルカリ
性なので、これらはその反対の性質を持
つ洗剤を使うときれいになります。
さて、おうちの中でも特にさまざまな
性質の汚れが混在しているのがトイレで
す。具体的には、水アカやほこり、皮脂、
尿、石けんカス、カビ、菌など。これらはそ
れぞれ性質が異なるため、洗剤もそれに
合わせて液性の異なるものを使い分け
るとよいでしょう。
なお、汚れはどうしても蓄積してしまう
ものなので、小まめなお掃除はもちろん
ですが、やはり自分でできるお掃除には

限界があります。そこで、できれば数年に
1度はプロの清掃業者に依頼して、ご自
身も少しラクをしながら、大切な我が家
をより長持ちさせたいですね。
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詳細・申込はこちら▶

今回のお掃除に
ついて詳しくお伝
えするセミナーを
開催します。ぜひ
お気軽にご参加く
ださい！
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